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去
る
八
月
一
日
、「
元
気
の
出
る
館
」

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
田
舎
暮
ら
し
体

験
交
流
セ
ン
タ
ー
「
開
運
の
郷
・
や
け

う
ち
の
宿
」
の
落
成
式
が
あ
り
ま
し
た
。

国
会
議
員
を
は
じ
め
奄
美
大
島
本
島
内

の
首
長
や
市
町
村
議
長
、
東
北
福
祉
大

学
関
係
者
な
ど
関
係
者
約
一
〇
〇
人
が

出
席
し
て
管
理
棟
前
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
の
後
、
施
設
見
学
や
祝
賀
会
で
大
い

に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
本
村
の
む
ら
づ

く
り
の
基
本
的
な
指
針
と
な
る

「
第
四
次
宇
検
村
長
期
振
興
計

画
」
と
「
農
業
振
興
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
む

ら
づ
く
り
を
念
頭
に
、
都
市
部
と

の
交
流
や
滞
在
観
光
を
進
め
る
た

め
に
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
は
二

カ
年
か
け
て
、
宇
検
村
の
中
心
で

あ
る
干
拓
敷
地
（
約
三
千
平
方

メ
ー
ト
ル
）
に
、
宿
泊
施
設
を
備

え
た
研
修
セ
ン
タ
ー
「
き
ょ
ら
む

ん
館
」（
延
べ
床
面
積
約
六
一
八

平
方
メ
ー
ト
ル
）
並
び
に
宿
泊
用

ロ
ッ
ジ
五
棟
（
一
棟
約
四
三
平
方

メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
。
ま
た
総
事

業
費
は
二
億
円
で
、
限
り
あ
る
自

主
財
源
の
中
か
ら
村
負
担
を
で
き

る
だ
け
軽
減
す
る
た
め
、
元
金
の

七
割
が
交
付
税
と
し
て
後
に
交
付

さ
れ
る
過
疎
債
を
全
額
充
当
し
ま

し
た
。（
残
り
の
三
割
と
そ
の
利

子
分
は
三
年
据
え
置
い
た
後
、
九

年
間
で
均
等
に
償
還
し
て
い
き
ま

す
。）

　

こ
の
施
設
の
管
理
運
営
に
当
た

っ
て
は
、
宇
検
村
元
気
の
出
る
公

社
が
指
定
管
理
者
制
度
の
指
定
を

受
け
、
同
公
社
は
出
資
者
で
宿
泊

経
営
の
実
績
を
も
つ
奄
美
観
光
株

式
会
社
に
業
務
管
理
を
委
託
し
ま

し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ
た

り
、
関
係
者
の
意
見
を
で
き

る
だ
け
取
り
入
れ
、
各
施
工

業
者
の
方
と
は
幾
度
と
な
く

工
程
会
議
を
開
い
て
、
悪
条

件
を
克
服
し
な
が
ら
本
村
が

考
え
る
理
想
的
な
宿
泊
施
設

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

村
の
情
報
発
信
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
近
く
開
始
予
定

の
オ
ー
ナ
ー
制
度
と
連
動
し

な
が
ら
、
民
間
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
都
市
部
と
田
舎

と
の
交
流
な
ど
を
進
め
、
村

外
の
人
々
に
村
内
の
自
然
や

文
化
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

定
住
促
進
や
、
隣
接
地
に
民

間
サ
イ
ド
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を

兼
ね
た
管
理
棟
と
、
改
修
し

た
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
浴
場
を

利
用
し
な
が
ら
活
用
し
ま
す
。
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　☆オープン特別料金は１１月末日まで

◎子供料金（中学生以上は大人料金）

　・小学生　　　　　　　　　　　　大人料金の７０％

　・幼児（未就学児４～６歳）　　　大人料金の５０％

　・乳児（添い寝）　　　　　　　　無料　（※寝具を利用される場合は料金をいただきます。）

★オープン特別料金通常料金

８，５００円１０，５００円①１室１名利用

６，５００円８，５００円②１室２名利用

５，４００円７，０００円③１室３名以上利用（布団又はエキストラベッド）

★オープン特別料金通常料金

６，５００円８，５００円①１室１名利用

５，５００円７，５００円②１室２名利用

４，６００円６，３００円③１室３名以上利用（布団又はエキストラベッド）

１泊朝食付き料金１泊食事なし料金

３，０００円２，５００円①１室１～８名利用
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　県では，産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため，１１月を

「不法投棄防止強化月間」と定め，不法投棄防止の普及・啓発

や産業廃棄物の不法投棄防止パトロール等を強化しています。

また，産業廃棄物の不法投棄を発見した際は，お近くの保健所

または県庁廃棄物・リサイクル対策課の産廃不法投棄１１０番

までご連絡下さい。

廃棄物・リサイクル対策課　　電話０９９－２８６－３８１０

名瀬保健所　　　　　　　　　電話０９９７－５３－７４７４

��������	
���
　平成１８年４月１日付けで大島支庁瀬戸内事務所福祉課内に家庭児童相談室が設置され，

次のような方々の相談・援助を行っておりますので，お気軽にご相談下さい。

������

①育成相談（しつけ，わがまま，遊べない，落ち着きがないなどの心配のある子ども）

②家庭関係相談（親との関係がうまくいかない子ども）

③保育所，幼稚園，学校生活の相談（怠学，不登校（園）のある子ども）

④非行相談（不良行為，万引，窃盗，暴力など触法行為のある子ども）

⑤障害相談（心身の成長や発達に心配のある子ども，障害のある子ども）

⑥養護相談（子どもの虐待，家庭内暴力（ＤＶ）に関すること）

������

手紙や電話での相談，面接相談，必要に応じて家庭訪問

※相談内容によっては，児童相談所等と連携をとって指導に当たります。

����

無料

������

月曜日から金曜日の午前８時半から午後五時

�����

大島支庁瀬戸内事務所福祉課　　電話　０９９７－７２－０１８６
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　複雑に組み合わさっていた福祉サービスが一つになり，総合的に障害者の地域での自立した

生活を支援します。

������

　障害者の種類や年齢により決められ

ていた医療費のしくみが一本化されま

す。

�������

　補装具の購入や修理にかかる費用の

原則１割自己負担，９割を市区町村等

が負担します。

��������	

　市区町村が障害者を総合的に支援す

る体制をつくり，さまざまな事業を行

います。

　相談支援事業・コミュニケーション

支援（手話通訳等）など

��������	
������������

�����������	
�������
　

問い合せ先　　役場保健福祉課　電話６７－２２１１　　内線１０９番

��������

��������

����

　障害程度が一定以上の人に生活上または療養上

の必要な介護を行います。

　居宅介護（ホームヘルプ）・重度訪問介護・行

動援護・生活介護・児童デイサービス・短期入所

（ショートステイ）・重度障害者等包括支援・共

同生活保護（ケアホーム）・施設入所支援

�����

　身体的または社会的なリハビリテーションや就

労につながる支援を行います。

　自立訓練・就労移行支援・就労継続支援・共同

生活援助（グループホーム）

���������	
�����������������

・犬の引取り手数料　　　　　　　　　　・猫の引取り手数料

　生後９１日以上は１頭につき　２，０００円　　　生後９１日以上は１頭につき　１，０００円

　生後９１日未満は１頭につき　　４００円　　　生後９１日未満は１頭につき　　２００円

　引取りを求める場合は，上記の手数料分の鹿児島県収入証紙を添えて下さい。（収入証紙は

保健所でも販売しています。）

��������	
��

　名瀬保健所　�５２－５４１１　　　　名瀬保健所　瀬戸内駐在　�０９９７－７２－１１７６
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村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
の
報

道
を
通
じ
て
既
に
お
聞
き
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
、
さ
る
７
月

１
日
、
本
村
の
収
入
役
が
酒
気

帯
び
運
転
で
事
故
を
お
こ
し
道

路
交
通
法
違
反
（
酒
気
帯
び
運

転
）
と
業
務
上
過
失
傷
害
の
疑

い
で
瀬
戸
内
警
察
署
に
検
挙
さ

れ
ま
し
た
。
村
民
の
模
範
と
な

る
べ
き
者
が
、
検
挙
さ
れ
た
こ

と
は
、
村
民
の
皆
様
の
信
頼
を

大
き
く
損
な
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
本
村
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
公
平
、
公
正
で
効
率
的
な
行

政
運
営
を
進
め
て
き
て
お
り
、

ま
た
、
職
務
執
行
に
あ
た
り
ま

し
て
も
公
務
員
と
し
て
の
自
覚

と
自
立
を
高
め
る
た
め
の
職
員

の
指
導
研
修
を
図
っ
て
参
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に

も
関
わ
ら
ず
今
回
の
事
態
に

至
っ
た
こ
と
は
、
村
政
を
預
か

る
者
と
し
て
誠
に
申
し
訳
な
い

こ
と
で
あ
り
、
村
民
の
皆
様
に

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

同
時
に
村
民
の
皆
様
の
不
信
感

や
不
安
感
を
一
刻
も
早
く
解
消

し
、
村
政
へ
の
信
頼
を
回
復
し

て
い
く
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
努
力

を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。
二

度
と
こ
の
よ
う
な
、
事
態
を
招

く
こ
と
の
無
い
よ
う
職
員
一
丸

と
な
っ
て
村
政
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
と
と
も
に
、
こ
う
し
た

事
態
を
招
い
た
事
柄
に
つ
き
ま

し
て
は
早
急
に
改
善
し
、
再
発

防
止
へ
の
取
り
組
み
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
重
ね
て
、
今

回
の
不
祥
事
に
対
し
村
民
の
皆

様
へ
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

村
長　

元
山
三
郎

���������	
����������

１．（活動目的）
　　青少年の健全育成及び安全・安心まちづくりに関する活動の推進及び，村民一体となった活動
を展開することを目的に，昨年６月議会で条例を制定し，８月３日に１５名の構成員で発足しまし
た。
２．（構成員）
　　各種ボランティア団体（地域安全モニター・少年補導員・民生委員・保護司・連合青年団・婦
人会・区長会・子供１１０番・駐在所・事業所・商工会・教育委員会・ＰＴＡ・校外生活指導員連
絡協議会の代表者）
３．（活動内容）
　・企画立案，連絡調整及び村，関係機関等への意見提案等
　・自主防犯パトロール
　・学童児童の校外における危険箇所視察
　・自転車無灯火・二人乗り禁止等に関する交通指導
　・高齢世帯への声かけ及び防犯活動等の他，安全・安心まちづくり推進に関する村民への意識高
揚及び地域社会の犯罪抑止機能再生に向けた
活動

４．パトロール計画
　　パトロールについては，推進協議会員が「や
けうち元気パトロール隊」を兼ねていただきま
した。今後は，各校区の「ＰＴＡ役員のみなさ
んや，地域住民のみなさんの協力をいただきな
がら「春・夏・冬休み期間中並びにやけうちど
んと祭」時に班長さんを設定して，巡回パト
ロールを実施していく予定です。
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平
成　

年　

月
１
日
か
ら
医
療
保
険
が
改
正
さ
れ
医
療
費

１８

１０

の
自
己
負
担
な
ど
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
広
報
誌
で
は
そ

の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
こ
の
他
の
改
正
点
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、保
健
福
祉
課
か
ら
別
途

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
を
ご
覧
下
さ
い
。
������������������������������������������������

　本村では，国民健康保険加入者を対象として，人間ドッグの助成制度を行っています。

生活習慣病をはじめとする病気の早期発見や早期治療，健康維持に役立てるため，ぜひ

ご利用ください。

１．期　　　間………平成１９年３月３１日まで　　申込み締め切り　平成１８年１０月３１日

２．助成対象者………宇検村国民健康保険加入者で２０歳以上６９歳未満の方

３．検査利用要領………本人→保健福祉課（人数，希望日を連絡）→病院（決定の連絡）

　　→保健福祉課（本人へ連絡）→本人（利用券を受取病院へ）

問合せ先・・・・宇検村保健福祉課　�（０９９７）－６７－２２１１
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　高額の治療を長期間継続して行う必要がある疾病の場合，１か月の自己負担額は１

万円までとされていましたが、慢性腎不全で人工透析を要する上位所得者については，

自己負担限度額が１万円から２万円に引き上げられます。�

　被保険者が出産したときに受けられる出産育児一時金の支給額が，現行の30万円か

ら35万円に引き上げられます。�

平成18年9月30日まで�

10,000円�

平成18年10月１日から�

20,000円�

平成18年9月30日まで�

１児につき　300,000円�

平成18年10月１日から�

１児につき　350,000円�
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　全国的に市町村合併が推し進められる中で，本村は単独での行政運営を選択しました。

　今後の行政運営については，三位一体の改革や地方分権の推進・少子高齢化社会の到来と様々な

課題が山積していますが，これまでの宇検村が永続的に続き，すべての村民が「この村に住んで良

かった。」といえる宇検村づくりに邁進します。

　宇検村には，豊かな自然や伝統・文化など優れた資源・素材が数多く存在しています。

　しかし，急速に進展する少子高齢化に伴う労働力の減少，耕作放棄地の増加，森林の荒廃等々，

本村を取り巻く環境は一層厳しい状況であります。

　一方，本村の持つ自然・風土・文化等，特有のゆったりした空間や生活リズム等は，やがて到来

する団塊世代の都市住民には，非日常が体験でき，癒しの場として注目を浴びています。

　このような状況の中で，本村は「人と自然が共生し快適で活力あふれる村」として永続的に発展

を遂げていくために，亜熱帯性・海洋性の豊かな自然，世界的にも貴重な動植物，個性的な伝統文

化，健康，長寿，癒しに関する資源等を都市住民と共有しながら地域活性化を図る目的で創設しま

す。

オーナー制度のメリットとは
��������	
�������

　　　オーナー会員を２年間で１，０００人募集します。１，０００人集まるとタンカンの木とマンゴーの木

がそれぞれ１，０００本必要です。その栽培費用が受託する農家の収入となります。農家は市場価

格の変動に影響されず，まとまった収入が確実に入ります。

　　　また，オーナーは法人企業の代表者等です。タンカン・マンゴー以外の農作物や水産物等を

お歳暮やお中元に活用したいと考えています。加工品開発や伝統食品の開発により，これまで

に見過ごされていた農産物にも付加価値を高めていきます。

���������	
����������

　　　都市在住のオーナーが宇検村へ訪れます。オーナーは企業の代表者が大半ですので，様々な

情報と知恵と技術を持っています。これらすべてを宇検村の地域づくりに活用していきます。

オーナー制度の特典とは
　　特典の考え方は，健康を構成する３つの要素から成り立っています。

　　心の健康，身体の健康，周りの社会環境や自然環境との関わり合いです。

　　代表的な特典として，東北福祉大学産学官事業開発室で開催される脳ドック検診ツアーをご用

意しています。同時にそこで開発された「ＳＷＣ元気点検表システム」での遠隔診断もご提供し

ます。また，宇検村の農家が栽培するタンカン・マンゴーの木のオーナーになっていだきます。

さらに，ポイントを提供し，宇検村や奄美群島の宿泊やレジャー等にご利用できます。

オーナー制度の会員とは
�������　代表者がオーナーとなり，企業の場合は　●入会金

　　　　　　　　従業員，グループの場合は他のメンバー　　９９０，０００円（税込）

　　　　　　　　は共有名義となります。　　　　　　　　●会員資格期限

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７年間※延長は３年単位です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（再登録費３００，０００円）

�������　個人オーナー（ご夫婦，ご友人などで　　●入会金

　　　　　　　　の利用を目的としたプラン）　　　　　　　５００，０００円（税込）

�������　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４年間※延長は１年単位です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（再登録費１００，０００円）

�������������������������������������������������������������������������������������������										
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本
村
で
は
「
人
が
元
気
、
村
が
元
気
、
自
然
が
元
気
」
と
い
う
３
つ
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
基
本
理
念
と
し
て
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
宇
検
村

ま
る
ご
と
健
康
オ
ー
ナ
ー
制
度
も
そ
う
し
た
考
え
方
の
一
つ
で
す
。
宇
検
村
の
す

ば
ら
し
い
自
然
の
中
で
農
業
者
の
方
に
特
産
品
を
育
て
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
を

全
国
の
み
な
さ
ん
に
お
届
け
す
る
。
そ
う
し
た
都
市
と
村
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
の
村
を
活
性
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
中
心
的
役
割
を
担
う
の
が
㈱
宇
検
村
元
気
の
出
る
公
社
で
す
。

����������
����������
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３法人　４５．５％宇検村　５４．５％資本金出資１１，０００千円

（事業目的）官民が一体となった農林水産業の振興及び都市部
との交流による地域興しを図る　　　

�������

代表取締役（１）
専務取締役（１）
取　締　役（２）

職　員　１名管　理　部

宇　検　村　湯　湾
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黒
糖
工
場

 

（
平
成
９
年
２
月
操
業
開
始
）

宇
検
村
ま
る
ご
と
健
康
オ
ー
ナ
ー
制
度

（
管
理
） 

　

（
平
成　

年
４
月
）

１８

大
型
農
業
機
械
運
営
事
業

ト
ラ
ク
タ
ー
・
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

集
成
材
の
加
工
販
売
及
び
家
具
製
造
販
売 

（
平
成
８
年　

月
操
業
開
始
）

１１

コ
テ
ー
ジ
５
棟
・
研
修
棟
１
棟

 

（
平
成　

年
８
月
操
業
開
始
）

１８
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第
二
十
八
回
や
け
う
ち
ど
ん
と
祭
が
八
月
五
・
六
日
に
湯
湾
港
湾
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
お
盆
で
の
帰
省
者
や
島
内
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
詰
め
か

け
群
島
内
最
大
規
模
の
花
火
大
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

前
夜
祭
は
宇
検
村
連
合
青
年
団
に
よ
る
ナ
ン
コ
大
会
や
ハ
ブ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ

ョ
ー
で
盛
り
上
が
り
、
当
日
は
役
場
前
か
ら
湯
湾
港
湾
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
を
皮

切
り
に
、
舟
こ
ぎ
大
会
や
ウ
ナ
ギ
の
掴
み
取
り
、
島
唄
大
会
、
八
月
踊
り
、
そ

し
て
沖
縄
旅
行
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
や
自
転
車
な
ど
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
も

繰
り
広
げ
ら
れ
会
場
一
帯
は
祭
一
色
に
包
ま
れ
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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二
〇
〇
六
年
度
し
き
な
み
短
歌
会
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
本
誌
に
も
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い

る
宇
検
集
落
の
大
島
安
徳
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
国
内
最
大
手
の
歌
結
社

（
会
員
数
約
五
四
〇
〇
名
）『
し
き
な
み
短
歌

会
』
が
主
催
す
る
も
の
で
、
今
年
は
創
設
六
十

周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
大
島
さ
ん
が
詠
ん
だ

「
八
十
の
短
歌
」（
や
そ
の
う
た
）
は
三
四
〇

〇
首
と
い
う
多
数
の
作
品
の
中
か
ら
全
国
の
頂

点
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
大
島
さ
ん
は
恐
縮
し

つ
つ
も
「
亡
き
父
が
語
っ
た
八
十
ち
ば
、
い
ち

る
く
（
一
六
）
ね
せ
（
若
者
）
じ
ゃ
が
（
八
十

と
い
え
ば
ま
だ
十
六
の
若
者
だ
の
意
）
と
、
老

い
に
く
じ
け
ず
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
た
そ

の
姿
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
詠
ん
だ
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
「
美
し
い
奄

美
の
自
然
と
の
日
常
が
、
生
気
を
帯
び
て
輝
く

よ
う
な
一
連
で
、
多
く
の
人
々
に
生
き
る
勇
気

を
与
え
る
で
し
ょ
う
」
と
の
評
価
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
新
人
賞
と
最
優

秀
賞
、
昨
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
で
秀
作

賞
と
三
年
連
続
し
て
の
栄
冠
を
手
に
し
た
大
島

さ
ん
が
受
賞
作
の
最
後
に
し
た
た
め
た
百
歳
の

歌
集
【 
海  
美 
】
の
制
作
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

あ
ま 
み
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七
月
二
十
三
日
、
第　

回
大

３３

島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技

別
交
換
会
が
奄
美
市
を
除
く　
１１

町
村
で
（　

競
技
）
開
催
さ
れ

１２

ま
し
た
。

　

本
村
総
合
体
育
館
で
は
柔
道

競
技
が
行
わ
れ
、
大
島
郡
内
の

各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
手
に
汗

握
る
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
宇
検
柔
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
圧
倒
的
な
強
さ
で
団

体
・
個
人
の
三
部
門
で
優
勝
と

い
う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
地

元
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

村
内
選
手
の
結
果
は
次
の
と

お
り

�
�
�
�
�
�

�
�
�

　

宇
検
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

�
�
�

　

名
瀬
Ａ
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
�
�
�

　

亀
津
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

・
瀬
戸
内
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団

�
�
�
�
�
�

■
１
年
生
の
部

　

▽
優
勝　

栄　

晴
大

　

▽
３
位　

小
田
切
豊

　
　
　
　
　

柳
原
八
雲

■
２
年
生
の
部

　

▽
２
位　

福
山
勇
清

■
４
年
生
の
部

　

▽
優
勝　

栄　

翔
大

　

▽
２
位　

辰
島
千
夏

■
５
年
生
の
部

　

▽
優
勝　

保
池
玄
太

　

▽
３
位　

竹
山
勇
太
朗

■
６
年
生
の
部

　

▽
２
位　

栄　

雄
大
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�������
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今
年
の
夏
、
宇
検
村
に
は
小
さ
く
元

気
な
風
が
吹
き
こ
ん
で
来
ま
し
た
。
そ

の
風
の
正
体
は
ち
び
っ
子
体
験
学
習
の

子
供
達
で
す
。

　

こ
れ
は
六
月
号
の
広
報
誌
で
も
紹
介

し
た
よ
う
に
、
都
会
の
子
供
た
ち
が
日

頃
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
宇
検
村
の

魅
力
あ
る
大
自
然
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

こ
の
自
然
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
、
仲

間
と
の
生
活
を
通
し
て
友
情
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今
回
初
め
て
宇

検
村
シ
マ
時
間
体
験
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
宇
検
村
・
宇
検
村
教
育
委
員
会
と
が

一
緒
に
な
っ
て
企
画
運
営
し
た
、
ち
び

っ
子
の
体
験
学
習
で
す
。

　

関
東
地
方
か
ら
応
募
を
募
っ
て
二
十

一
人
（
男
子
十
五
人
、
女
子
六
人
）
の

子
供
達
が
参
加
し
ま
し
た
。
八
月
十
九

日
か
ら
二
十
四
日
の
五
泊
六
日
間
、
親

元
を
離
れ
た
ち
び
っ
子
達
は
ま
ず
、
羽

田
空
港
か
ら
飛
行
機
で
鹿
児
島
ま
で
空

の
旅
を
楽
し
ん
で
、
そ
こ
か
ら
バ
ス
に

乗
っ
て
鹿
児
島
新
港
へ
行
き
、
十
二
時

間
の
船
旅
を
終
え
た
後
、
バ
ス
で
宇
検

村
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

長
旅
で
疲
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
関
係
者
の
心
配
を
よ
そ
に
元
気

な
笑
顔
で
出
迎
え
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

 

　

こ
こ
か
ら
先
は
子
供
た
ち
の
「
夏
休

み
日
記
風
」
に
お
送
り
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

�
�
�
�
��

�
�
�

　

宇
検
村
に
着
い
た
僕
た
ち
は
、
ま
ず

入
村
式
を
し
て
も
ら
い
村
長
さ
ん
が
あ

い
さ
つ
を
し
た
後
、
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
と
い

っ
た
奄
美
に
住
む
鳥
た
ち
の
名
前
で
グ

ル
ー
プ
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
に
リ

ー
ダ
ー
と
い
う
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん

が
就
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
初
の
体
験
で
あ
る
紙
す
き

を
し
ま
し
た
。

　

紙
す
き
は
新
聞
紙
を
ミ
キ
サ
ー
に
か

け
木
枠
で
作
っ
た
紙
す
き
器
の
上
で
漉

し
て
乾
か
し
た
ら
で
き
あ
が
り
で
す
。

　

初
め
て
だ
っ
た
の
で
少
し
む
ず
か
し

か
っ
た
で
す
。
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お
昼
は
タ
エ
ン
浜
と
い
う
と
こ
ろ
で

ご
飯
を
食
べ
て
、
そ
の
後
海
水
浴
や
イ

カ
ダ
づ
く
り
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

夜
は
み
ん
な
寝
袋
の
中
で
寝
ま
し
た

が
奄
美
の
き
れ
い
な
星
空
を
眺
め
な
が

ら
寝
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
大
満
足
で

す
。
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今
日
は
宇
検
村
に
つ
い
て
二
日
目
の

朝
で
す
。

　

ご
飯
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
す
ぐ
に
海

 

に
直
行
！
や
っ
ぱ
り
宇
検
の
海
は
最
高

で
す
。
海
は
青
い
し
、
砂
浜
も
き
れ
い
、

た
く
さ
ん
貝
殻
を
拾
い
ま
し
た
。

　

午
後
に
な
る
と
、
枝
手
久
島
と
い
う

大
き
な
島
の
前
に
あ
る
イ
カ
ダ
の
上
で

魚
釣
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

竹
で
作
っ
た
釣
り
竿
を
持
っ
て
糸
を
垂

ら
し
ま
し
た
が
な
か
な
か
釣
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
み
ん
な
と
一
緒
の
魚
釣

り
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

�
�
�
�
�
��

�
�
�

　

午
前
中
峰
田
山
と
い
う
山
を
登
っ
て

お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。
奄
美
の
山
は

と
て
も
空
気
が
美
味
し
く
き
れ
い
で
す
。

午
後
は
、
今
回
の
体
験
の
中
で
も
一
番

心
に
残
っ
て
い
る
川
遊
び
の
体
験
で
し

た
。
タ
ン
ガ
ー
（
手
長
エ
ビ
）
を
捕
っ

て
食
べ
た
り
川
の
中
を
観
察
し
た
り
と

も
う
た
ま
り
ま
せ
ん
。

と
ま
あ
子
供
た
ち
が
こ
ん
な
こ
と
を
言

っ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
子
供

た
ち
か
ら
最
後
に
す
て
き
な
贈
り
物
を

も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
「
ま
た
来
た
い
」
と
い
う
短

い
言
葉
で
し
た
が
宇
検
村
の
自
然
を
満

喫
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
証
で
も
あ
り

心
温
ま
る
こ
と
ば
で
す
。
み
ん
な
本
当

に
あ
り
が
と
う
！
ま
た
ね
。

��������	
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��������	
������

��������	
���������
���������	
�����������



��

����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
																						























����������������������
����������������������
����������������������


����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
����������������������
																						























����������������������
����������������������
����������������������
����������������������

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
、
鹿
児
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
及
び
南
九
州

税
理
士
会
鹿
児
島
県
連
合
会
で
は
、　

月
１
日
「
法
の
日
」
に
ち
な
ん
だ

１０

記
念
事
業
と
し
て
次
の
と
お
り
無
料
法
律
・
登
記
・
税
務
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。

１　
【
日　
　

時
】　

平
成　

年　

月　

日
（
土
）

１８

１０

１４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

１０

００

１６

００

　
　
【
場　
　

所
】　

宇
検
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
出
る
館
」

�
�
�
�
�
�
�
�

　

①
土
地
建
物
の
登
記
に
関
す
る
事
項

　

②
土
地
の
地
積
、
分
筆
、
測
量
、
境
界
に
関
す
る
事
項

　

③
会
社
の
登
記
に
関
す
る
事
項

　

④
所
得
税
、
贈
与
税
、
相
続
税
、
そ
の
他
税
務
一
般
に
関
す
る
事
項

　

⑤
遺
言
書

　

⑥
成
年
後
見
手
続
き

　

⑦
裁
判
手
続
き
や
裁
判
所
に
提
出
す
る
書
類
の
相
談
等

　

⑧
消
費
者
金
融
問
題
、
架
空
請
求
問
題

　

⑨
供
託
に
関
す
る
事
項

な
ど
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会　
　
　
　

電
話　

０
９
９－

２
５
６－

０
３
３
５

　

鹿
児
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会　

電
話　

０
９
９－

２
５
７－

２
８
３
３

　

南
九
州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連　

電
話　

０
９
９－

２
２
５－

６
１
４
８

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。



��

　

平
成　

年
７
月
１
日
か
ら
役
場
の
就

１８

業
時
間
が
８
時　

分
か
ら
８
時　

分
に

３０

１５

　

分
間
早
く
な
り
ま
し
た
。

１５
　

ま
た
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し

て
時
差
出
勤
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
試
験
的
に
毎
月
第
１
水
曜
日
の
午
前

７
時
半
か
ら
午
後
６
時
半
ま
で
と
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
住
民
の
み
な
さ
ま

の
要
望
に
よ
り
変
更
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

旅
行
な
ど
で
長
期
間
自
宅
を
不
在
に

す
る
場
合
は
、『
集
落
排
水
（
開
始
・

休
止
・
廃
止
）
使
用

届
』
を
建
設
課
ま
で

提
出
し
て
下
さ
い
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
私
は
久
志
に
住
ん
で

い
る
木
村
真
理
子
と
申
し
ま
す
。

　

去
年
の
春
、
息
子
と
二
人
で
奈
良
か

ら
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
き
ま
し
た
。
も
う
一

年
と
四
ヶ
月
、
去
年
ま
で
は
毎
日
が
初

め
て
の
�
日
�
で
村
の
み
ん
な
が
あ
た

り
ま
え
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
私
に

は
め
ず
ら
し
か
っ
た
り
嬉
し
か
っ
た
り

す
る
こ
と
の
連
続
で
し
た
よ
。（
私
は

こ
の
こ
と
を
�
め
ず
ら
嬉
し
い
�
と
言

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。）
軒
先
に
パ

パ
イ
ヤ
が
な
っ
て
い
て
、
果
物
と
い
う

よ
り
漬
け
物
と
し
て
食
べ
る
こ
と
や
ま

た
「
バ
ン
シ
ロ
」
っ
て
何
？
グ
ア
バ
の

こ
と
缶
詰
で
な
い
生
の
や
さ
し
い
甘
さ

の
実
を
食
べ
た
こ
と
も
『
め
ず
ら
嬉
し

い
』
こ
と
で
す
。
２
年
目
を
迎
え
た
今

で
は
毎
日
が
２
回
目
の
�
日
�
で
す
。

『
め
ず
ら
嬉
し
い
』
も
少
し
減
っ
て
き

た
感
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
新
し

い『
め
ず
ら
嬉
し
い
』
事
を
発
見
し
ま

す
。

　

そ
れ
は
、「
宇
検
村
の
景
色
の
美
し

さ
」
で
す
。
み
な
さ
ん
は
そ
う
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
毎
日
そ
こ
に
あ
っ
た

そ
れ
は
た
だ
普
通
の
山
や
木
、
海
や
空

色
だ
っ
た
り
し
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
は
久
志
か
ら
湯
湾
ま
で
通
勤

し
て
い
ま
す
。
毎
朝
、
焼
内
湾
の
絶
景

を
見
な
が
ら
で
す
。
美
し
く
て
す
ば
ら

し
く
て
、
こ
れ
は
も
う
普
通
と
思
っ
た

り
慣
れ
た
り
は
し
ま
せ
ん
。

　

都
会
か
ら
着
た
ば
か
り
の
頃
は
、
相

当
心
が
疲
れ
て
い
た
の
か
美
し
さ
に
涙

が
出
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
ん
な
美
し
い
す
ば
ら
し
い
景
色
は
普

通
と
思
わ
ず
に
、
ち
ょ
っ
と
見
直
し
て

み
た
り
し
ま
せ
ん
か
�
み
な
さ
ん
�

　

折
角
で
す
か
ら
、
久
志
か
ら
湯
湾
ま

で
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
伊
仁
を
越
え
て
緩
い
カ
ー
ブ
を
ふ

た
つ
曲
が
っ
た
と
こ
ろ
、
遠
く
遠
く
に

湯
湾
の
町
が
見
え
て
、
そ
の
日
に
よ
っ

て
空
の
色
、
海
の
様
子
、
光
の
降
り
そ

そ
ぎ
方
、
毎
日
毎
日
違
い
ま
す
。
そ
こ

が
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
。

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
は
芦
検
を
過
ぎ
て
、

田
検
の
集
落
に
差
掛
か
る
ま
で
の
小
さ

な
カ
ー
ブ
を
い
く
つ
か
め
ぐ
っ
た
辺
り
、

反
対
側
の
山
並
み
の
一
つ
が
ロ
ー
マ
字

の
Ｕ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
型
、（
少
し

変
だ
け
ど
�
便
座
�
み
た
い
に
見
え
る

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。）
そ
の
景
色
は

朝
７
時
半
頃
の
東
か
ら
斜
め
に
差
す
お

日
様
の
光
で
し
か
そ
の
形
に
見
え
な
い
。

何
故
か
そ
れ
が
楽
し
み
で
毎
朝
「
あ
っ

た
ぞ
、
あ
っ
た
ぞ
」
と
思
い
な
が
ら
通

り
ま
す
。

　

そ
し
て
田
検
を
で
て
す
ぐ
、
武
道
館

の
前
辺
り
、
そ
こ
か
ら
の
焼
内
湾
の
眺

め
は
車
の
窓
を
開
け
て
見
て
、
海
か
ら

の
透
明
な
風
を
吸
い
込
ん
で
、
職
場
に

向
か
い
ま
す
。
そ
し
て
一
日
の
仕
事
が

始
ま
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
う
つ
く
し
い
と
こ
ろ
で
暮
ら

し
て
い
る
の
で
す
。
み
な
さ
ん
も
毎
日

『
め
ず
ら
嬉
し
い
』
景
色
を
感
じ
て
み

て
下
さ
い
ね
。
仕
事
帰
り
は
ま
た
、
そ

れ
は
う
っ
と
り
楽
し
み
な
が
ら
の
道
で

す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ま
た
ご
紹

介
し
ま
す
ね
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
Ｉ
・

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
方
や
今
活
躍

Ｕ
タ
ー
ン
の
方
や
今
活
躍

し
て
い
る
方
に
、
ご
紹
介

し
て
い
る
方
に
、
ご
紹
介

兼
ね
な
が
ら
宇
検
村
の
良

兼
ね
な
が
ら
宇
検
村
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

場
所
で
す

場
所
で
す
。�

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
方
や
今
活
躍

し
て
い
る
方
に
、
ご
紹
介

兼
ね
な
が
ら
宇
検
村
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

場
所
で
す
。�
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福
山　

蘭
   

　

Ｈ　

・
５
・　

生　

石
良

ら
ん

ちゃん

１７

２３

（
父
）
克
哉
・（
母
）
美
佐
江

　
　
　
　

（
九
月
一
日
現
在
）

柳
原　

十
三　

兵
庫
県　

湯
湾

春
野　

テ
ツ　

鹿
児
島　

宇
検

福
島
進（
外
同
窓
一
同
）鹿
児
島 

湯
湾

河
端　
　

務　

大
阪
府　

湯
湾

與
島　

勝
男　

瀬
戸
内
町　

古
仁
屋

元　
　

秀
弘　

岡
山
県　

湯
湾

徳
永
永
一
郎　

埼
玉
県　

芦
検

河
内　

嘉
男　

茨
城
県　

湯
湾

徳
田　

末
廣　

神
奈
川
県　

芦
検

新
城　

芳
広　

京
都
府　

芦
検

本
田　

由
乃　

埼
玉
県　

田
検

益
江　

勝
弥　

愛
知
県　

部
連

島
田
サ
ヨ
子　

静
岡
県　

芦
検

柏
木
よ
つ
江　

静
岡
県　

芦
検

栄　
　

俊
男　

東
京
都　

芦
検

前
田　

和
治　

山
梨
県　

芦
検

藤
村
南
海
夫　

兵
庫
県　

湯
湾

（
九
月
一
日
現
在
）

■
誕
生
お
め
で
と
う

Ｈ　

・
７
・　

生

１８

１６

　
　
　
　
　
　
　

父　

昭　

和

溝
辺
ひ
な
の　

湯
湾

（女）

　
　
　
　
　
　
　

母　

は
る
み

■
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

清　
　

篤
盛
（　

歳
）
虹
の
園

９０

本
田
フ
ジ
ナ
（　

歳
）
田　

検

８８

中
野　
　

悟
（　

歳
）
部　

連

６４

米
タ
ケ
チ
ヨ
（　

歳
）
生　

勝

９０

名
越　

信
子
（　

歳
）
平　

田

６９

仁　
　

秀
俊
（　

歳
）
石　

良

８３

徳　
　

哲
次
（　

歳
）
平　

田

８１

平
岡　

ス
イ
（　

歳
）
湯　

湾

９９

木
村
ク
ニ
ネ
（　

歳
）
芦　

検

９３

淺
倉　

ハ
ル
（　

歳
）
虹
の
園

９３

秋
山　

義
夫
（　

歳
）
石　

良

８０

吉
岡　

直
治
（　

歳
）
屋　

鈍

８０

白
間
ス
エ
子
（　

歳
）
阿　

室

８０

松
井　

ト
シ
（　

歳
）
芦　

検

７８

　
　
　
　

（
八
月
末
日
現
在
）

　

次
の
方
々
か
ら
村
社
会
福
祉

協
議
会
へ
、
香
典
返
し
に
か
え

て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
共
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

仁　
　

ア
キ　

石
良

　
　
　

亡　

夫　

仁　

秀
俊

名
越　

廣
信　

平
田

　
　
　

亡　

妻　

名
越
信
子

川
畑
美
代
子　

湯
湾

　
　
　

亡　

母　

平
岡
ス
イ

徳　

マ
キ
ノ　

平
田

　
　
　

亡　

夫　

徳　

哲
次

木
村　

和
代　

芦
検

　
　
　

亡
叔
母　

木
村
ウ
ユ
リ

秋
山　

栄
子　

石
良

　
　
　

亡　

夫　

秋
山
義
夫

吉
岡　

沖
子　

屋
鈍

　
　
　

亡　
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